
取り組み内容 令和9年3月までの目標

①医局事務全般

②行政機関、他医療機関、大学医学部、医師会等への届出・報告に関する事務補助

③学会等への出席に関する補助

④臨床研修（卒前、卒後研修）等の準備補助

⑤育児・介護休業法の規定による短時間正規雇用医師の活用

⑥医局行事の調整、医局に関する文書の管理などの医局事務に関する補助

⑦日当直作成時、連続当直とならない勤務体制の実施

⑧当直翌日の業務内容に対する配慮

⑨医局環境整備（物品・飲料等）

①診断書、意見書などの文書作成補助

②各種検査、画像コピー作成等のオーダー入力補助

③検査等簡単な同意書の発行補助（整形外科（ミエロ造影検査など））

④手術の同意書の発行補助（内科（内視鏡的粘膜下層剥離術など））

⑤医療機器貸出同意書発行

⑥持出画像データ等の依頼（内科）

①がん登録（院内・全国）補助

②診療録の作成補助としてのスキャナ業務

③カルテ監査を効率的に行うための補助

④DPC病名決定の補助とDPC調査票入力補助

①処方の変更補助（院内でルール化された中での入院および外来の処方）

②処方設計・薬物血中濃度や副作用のモニタリング補助

③入院時持参薬の内容確認（入院目的に応じた医師への処方・服薬計画の提案と薬学的管理）補助

④薬剤の投与量、投与方法、投与期間の確認監査（内服・注射）補助

⑤同一処方継続の可否とその監視補助

⑥ポリファーマシーへの介入提案

⑦保険薬局からの疑義照会に対する処方修正の補助

①リハビリ処方の修正補助

②リハビリテーション実施計画書の作成補助および患者への説明

③リハビリ総合実施計画書の作成補助

④リハビリテーション評価作成補助

⑤身体障害者手帳・診断書等における検査測定の実施と記録

①健診（胃透視検査・胸部エックス線検査）の画像チェック補助

②時間外急患の検査オーダー代行補助

③急患時の画像検査結果の画像診断補助（診療放射線技師が実施可能な検査結果に異常を疑った際の医師への連絡）

④他院取込画像検査のPACSへの送信

⑤放射線造影検査時の造影剤注入確認　

⑥放射線管理区域内での患者の誘導

①超音波検査（腹部・頸部・心臓など）の実施

②臨床・健診二次検査・透析患者の超音波検査実施

③心臓超音波検査、腹部超音波検査、下肢静脈・頸動脈超音波検査の所見レポート作成

④ホルター心電図の解析・終夜睡眠ポリグラフ検査の解析

⑤検査にかかる薬剤を準備、患者に服用してもらい糖負荷試験の実施

⑥患者急変時の患者バイタル確認（例：不整脈出現で有症状時や採血で気分不快を訴えたとき）

⑦救急救命処置の場において、医行為に含まれない補助行為の実施（検査検体の検査室への運搬など）

⑧病理検査における手術検体等に対する切り出し

⑨細胞診スクリーニング検査

⑩学会・研究等の検査資料作成の補助

⑪負荷心電図検査等の生理学的検査実施前に生体情報モニターの血圧や酸素飽和度などの確認し検査を実施可能かどうか確認

⑫心臓・血管カテーテル検査、治療における直接侵襲を伴わない検査装置の操作

⑬外来・健診における採血業務

⑭病理診断のダブルチェック（誤字脱字、左右や臓器記載違い等）

⑮病理検査における手術検体等に対する切り出し

⑯病理解剖補助

①血液浄化装置の操作を安全かつ適切に実施する上で必要となるバスキュラーアクセスの状態についての確認

②血液浄化におけるシャントや動脈表在化の穿刺の実施

③医師の具体的指示の下、血液浄化装置を操作して行う血液、補液及び薬剤の投与量の設定及び変更調整

④手術室や病棟等の医療機器（麻酔器やシリンジポンプ等）の管理、保守点検、修理対応。病棟などの機器管理（管理・補充・返却）

①入院における食種・食形態などの決定・オーダ代行補助

②治療における栄養食事指導のオーダ代行補助

③入院中の検査データのモニタリング、食種変更代行補助

④経腸栄養や静脈栄養から経口栄養に移行する際の提案・助言・補助

⑤静脈経腸栄養の内容提案・助言・補助

⑥言語聴覚士と連携して必要栄養量を充足すべく食形態と提供量の代行調査

①投薬、注射、処置、検査などの診療に関する説明文書の作成および説明補助

②化学療法におけるポートからの薬液注入

③人工呼吸器装着中の患者に対する喀痰等の吸引

④特定・認定行為研修終了看護師の活動の促進

医師の負担軽減に関する取り組み

検査部門

事
務
部
門

医
局

医
事

医
師
事
務
作
業
補
助
者

担当部署

栄 養 部 門

看 護 部 門

臨床工学
技士部門

薬剤部門

リハビリ
テーション
部門

放射線部門


